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我々は、2 溶液の液液界面で起こる溶質分子の移動や化学反応を、マイクロ流路内壁近傍にお

ける流速減少効果を利用することで空間および時間的分解能を上げて観測する手法を提案してき

ている。具体的には、マイクロ流路の導入部で 2 液界面を形成した後、界面で化学反応が進行し

ながらマイクロ流路内を進行する様子を、流路方向に焦線する表面プラズモン共鳴(SPR)を用いて

ラベルフリーに観測する。我々はこれまで化学反応により物性変化するモデル化学反応として、

分子不溶化反応の一つである血液凝固反応を用い、ポンプけん引による 2 液の液液界面の時間経

過における移動距離から流速を求める手法を検討してきた 1）。当手法は、ごく初期の化学反応を

迅速に観測する目的で適用してきたが、形成された界面の流路内滞留時間を調整すれば、同じ化

学反応においても異なる段階での観測が可能になると考えられる。そこで今回は 2 液目に滴下す

るサンプルボリューム比、流路サイズを調整し、SPR 観察エリア内にサンプル界面を化学反応終

了まで留めることで、界面近傍における分子拡散による屈折率変化の挙動を、反応時間を鑑みな

がら測定する手法(図１)を試みたので報告する。 

凝固活性度の異なるサンプル血漿を用いて本手法による SPR 観測を行った結果、マイクロ流路

内を移動する液液界面の流路内移動度が血漿サンプルの反応活性度に依存して減少することを確

認した(図２)。 

 

 

1) 井上等、2013 年応用物理学会年会 

図１ 測定チップと測定方法 図２ 反応活性度による界面移動度の時間推移 
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